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8
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瓜

一

r
l

乗

驚

覇

王

ふ

八

号

三

朝

町

消

防

即

員

の

i

･

t

r

昂

,

任

偽

､

枠

与

'

冊

稀

等

･

に

関

ヽ

す

る

冬

卿

の

帝

~

窟

忙

　

つ

　

い

て

三

間

町

滑

甲

田

串

の

常

最

,

倍

角

,

給

与

'

附

帯

等

把

野

す

る

条

例

を

別

紙

の

よ

う

に

卿

窟

す

る

｡

昭

和

四

十

二

生

犬

胃

二

十

七

日

掃

出

三

朝

町

長

　

坂

　

出

　

雅

　

己

･

昭
盃
冶
弐
年
六
円
嘉
七
日
席
棄
可
決

三
朝
町
慧
議
長
　
東
野
容
纏

.

い

l

1

.

　

　

p

.

　

　

h

l

 

J

　

　

.

.

.

～
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三
朝
町
消
防
団
最
の
偉
員
へ
任
免
､
鰐
与
'
開
帯
革
に
関
す
る
条
例

(
適
削
】

竺
桑
豪
富
の
幣
原
団
最
(
以
下
｢
同
W
h
.
 
･
と
-
｡
)
e
富
,
任
免
'
給
与
､
噸
雷
雲

い
て
は
'
こ
の
秦
例
の
恵
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

(
淫
爵
)

第
二
集
　
団
帝
の
崇
敬
は
二
三
八
四
人
と
す
る
■

(
任
阿
)

讐
姦
　
消
防
団
長
(
以
下
｢
同
席
.
 
+
と
い
う
‥
は
'
滑
防
印
の
堆
博
昭
も
と
す
き
'
町
長
が
任
余
し

そ
の
柵
の
間
員
は
,
次
の
各
号
の
欝
格
を
有
ナ
雷
の
の
う
ち
か
ら
町
長
の
蘇
語
を
得
て
､
田
葛
が

任
命
す
る
｡

山
､
本
町
に
帝
任
し
､
文
は
野
帝
す
る
年
令
+
八
オ
以
上
の
君

一
r
　
志
操
琴
南
､
か
つ
身
体
璃
伸
を
者
で
消
防
聯
帯
完
全
に
遂
行
し
得
る
者
○

(
欠
格
事
項
)

第
四
粂
　
次
の
各
号
の
完
帝
当
す
る
者
は
,
印
愚
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡
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1ヽ

→- ＼ ●■･■一一

r
　
禁
特
番
薯
文
は
準
賛
埼
帯
者

7
r
　
禁
固
以
上
の
加
に
越
せ
ら
れ
､
そ
の
琳
町
を
終
る
卓
で
の
者
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
を
る
ま
で
の
者

W
　
空
へ
桑
の
槻
窪
把
よ
り
僚
勝
の
蛾
舟
を
専
け
'
当
額
処
分
の
日
か
ら
二
隼
を
輝
滞
し
な
小
者

q
 
1
(
月
以
上
の
阜
堺
に
か
た
り
常
住
地
を
離
れ
て
生
活
す
る
こ
と
を
常
と
す
る
者

(

分

野

)

　

　

　

　

　

　

　

l

舘
五
条
　
団
愚
昧
,
岡
最
が
次
の
各
号
の
]
芸
当
す
る
場
令
に
お
S
て
は
'
こ
れ
を
降
任
し
､
文
は

免
聯
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

r
　
新
帝
実
績
が
良
-
食
い
場
合

t
r
　
身
心
の
廠
院
の
た
め
､
職
務
の
帯
行
等
噂
が
あ
り
'
又
は
こ
れ
に
た
え
を
い
場
合

n
T
　
前
二
号
Ⅷ
輯
崇
す
る
湯
谷
の
俄
滑
防
同
県
に
,
S
雫
を
摘
格
件
を
東
-
鴇
合

司
　
祭
狩
の
改
際
叉
は
予
覚
の
浦
少
に
よ
孟
竃
を
生
じ
た
軽
食

之
　
団
員
柑
沖
の
各
号
の

に
該
当
す
る
に
寄
っ
た
と
き
は
､
そ
の
身
分
を
栗
う
0

I
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E

i

d

I

′

.

,

･

〓
ン

ー

　

書

●

.

　

d

′
こ

､

　

■

1
'
前
条
寮
三
号
を
簡
-
各
号
の
山
に
語
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
｡

l
r
　
当
帝
消
防
間
の
区
域
外
に
転
任
し
､
叉
は
転
勤
し
た
と
き
｡

第
六
桑
　
野
長
t
.
 
1
)
､
団
員
が
次
の
各
号
の
二
に
該
当
す
る
と
･
t
尊
は
'
得
戒
処
分
と
し
て
､
戒
告
'
停
職

文
は
免
僻
す
る
と
と
が
で
き
る
｡

r
　
消
防
に
関
す
る
法
令
並
び
に
集
例
文
は
報
酬
に
連
反
し
た
と
き
O

f
r
　
職
務
上
の
幸
市
に
連
反
し
､
又
は
偶
鞘
を
怠
っ
た
と
き
｡

W
　
団
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
夜
S
非
行
が
あ
っ
た
と
き
｡

2
.
停
職
は
二
月
以
内
の
期
間
を
崇
め
て
行
う
｡

第
七
粂
　
分
限
及
び
構
成
肥
田
す
る
触
介
の
羊
蹄
き
に
つ
い
て
は
へ
町
噂
即
で
崇
め
る
.

(
脈
帯
噂
律
)

第
.
<
集
　
団
幕
は
'
同
市
へ
分
団
長
若
し
く
は
耕
長
の
荷
車
に
よ
っ
て
出
動
し
､
職
務
に
が
革
す
る
も

の
と
す
る
め

ま
　
た
だ
し
､
荷
車
を
寧
け
た
い
場
合
で
あ
つ
て
も
'
水
火
災
そ
の
冊
の
災
雫
の
発
生
を
切
っ
た
と
き

は
､
あ
ら
か
じ
め
倍
額
す
る
と
こ
ろ
に
群
S
r
,
甫
ち
肥
料
軒
し
､
熊
帯
に
堅
串
し
竜
け
れ
ば
怒
ら
を
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第
九
免
　
田
員
で
あ
っ
て
､
十
日
以
上
屠
停
地
を
滞
れ
る
場
合
は
､
団
串
に
あ
つ
て
は
町
長
に
､
そ
の

仲
の
者
に
あ
つ
て
は
団
長
に
届
け
出
潅
け
れ
ば
な
ら
卑
小
.

た
だ
L
t
.
蒋
別
の
事
情
の
怒
い
限
り
研
員
の
半
数
以
上
が
同
時
に
居
住
地
を
解
れ
る
.
こ
と
は
で
き
な

い
0

●

第
十
桑
　
田
最
は
'
･
聯
帝
上
旬
少
得
た
秘
帝
を
､
他
に
漏
ら
し
.
て
ほ
な
ら
な
S
｡

第
十
]
桑
　
田
皐
は
'
潤
防
甲
の
正
常
を
運
営
を
阻
害
し
､
若
し
く
は
'
壷
る
し
く
そ
の
清
勤
辞
率
を

低
下
さ
せ
る
撃
の
鴇
同
約
行
鞠
を
行
食
っ
て
は
を
ら
食
い
0

.
(
報
　
酬
)

第
十
二
集
　
団
昂
に
は
'
次
に
よ
り
朝
柳
を
支
給
す
る
O

団

　

　

長

朝

岡

長

身

同

展

部
合
同
展

部

　

　

長

年

　

額

　

ニ

0

.

0

0

0

　

円

以

内

年

　

額

　

　

7

　

0

.

0

0

〇

円

以

内

年

　

額

　

　

7

0

'

0

0

0

円

以

内

年

　

額

年

　

額

七
'
0
0
0
円
以
内

六
､
0
0
0
円
以
内

▲

　

l

　

,

サ

).

.

.

.
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.

l

t

･
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一

　

　

　

.

て

二
5

.ヾ

●

l

　

一

長

団

　

　

員

年

　

確

　

　

　

五

J

孟

0

0

円

以

内

隼

`

額

　

　

田

~

五

〇

O

 

a

.

以

内

(
費
用
弁
償
)

第
十
三
集
　
団
寮
が
郡
櫛
等
の
偲
帯
に
伊
東
す
る
場
合
に
お
い
て
は
'
次
の
額
を
管
用
弁
償
と
し
て
支

給
す
る
◎

′

ノ

水

火

災

の

場

合

葛

　

城

　

の

　

場

　

合

訓

　

練

　

の

　

場

　

合

Ⅶ

u

機
械
串
僻
の
場
合

一
同
昭
つ
き

山
回
把
つ
き

]
回
に
つ
き

7
回
に
つ
き

畠
0
0
円
以
内

五
〇
〇
円
以
内

さ
0
0
円
以
内

五
〇
〇
円
以
内

ま
　
前
項
の
場
合
を
除
き
同
房
が
公
務
の
た
め
旅
行
し
た
渉
合
､
団
長
に
つ
い
て
は
勘
役
相
当
聴
､
蘭

団
長
に
つ
い
て
瞭
1
年
敢
相
当
讐
団
員
に
つ
い
て
は
二
等
静
相
当
俄
と
み
な
七
費
用
弁
償
を
す
る

(
公
務
災
害
柿
僻
)

第
十
甲
桑
　
間
島
が
公
帯
に
よ
り
死
亡
､
負
傷
し
､
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
や
'
叉
は
公
務
に
よ
る
負

傷
､
若
し
く
は
疾
病
把
よ
り
､
若
し
-
は
被
溌
覇
者
に
対
し
掃
雫
を
補
関
す
る
0
′
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之
　
公
務
豊
轟
僻
め
療
及
び
支
給
方
法
芸
等
筑
霞
め
る
O

(
退
職
報
償
金
)

第
十
五
条
　
研
員
が
遇
聯
し
た
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
者
(
死
亡
に
よ
る
退
職
の
場
合
　
に
は
そ
の
浄

旗
)
　
に
退
職
帝
節
金
を
支
給
す
る
O

之
,
g
y
i
q
聯
薄
荷
余
の
額
費
び
受
給
方
法
に
サ
い
て
は
即
に
定
め
る
｡

附

　

　

則

′
　
こ
の
集
脚
は
､
公
布
の
日
か
ら
旅
行
す
る
.
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